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独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の「令和５年度大学・高専機能強

化支援事業『高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援（ハイレベ

ル枠※）』」に、本学が申請しました「高度な学術研究や専門知識に裏打ちされ

た研究・開発能力を持ち、デジタル技術開発や DX の推進を力強く牽引する高

度情報専門人材の育成」が選定されました。  

本事業で、ハイレベル枠に選定された大学は、本学を含め、北海道大学、筑

波大学、滋賀大学、神戸大学、九州大学、熊本大学の 7 大学で、中国四国地

区では唯一のハイレベル枠選定大学となります。  

今後、大学院先進理工系科学研究科の定員増を行い、中国四国地区最大規模

の情報系大学院課程を構築します。また、工学部、情報科学部の定員も増員し

ます。  

さらに、「世界の有力大学であるアリゾナ州立大学やパデュー大学との連携」

「地域の大学・高専等に対して、教材の提供などに取り組む情報教育の横展開」

「企業と連携した社会人リスキルプログラムなど地域や我が国の産業振興」の

取組を展開し、地域や世界とのネットワークのさらなる強化を図ります。  

本学は、平成 30 年 4 月に国立大学初の文理融合型の情報科学部を設置し、

情報系分野において他の国立大学に先行して取り組んできた５年間の実績の

上に、これらの取組を展開することで、高度 IT 人材、高度 DX 推進人材、高

度情報半導体人材を育成するソフトウェアからハードウェアまでを包括した

他地域にない高度情報専門人材育成拠点を構築し、我が国のデジタル戦略に迅

速に貢献します。  

 
 

※  ハイレベル枠：高度情報専門人材の育成について、規模や質の観点から極

めて高い効果が見込まれると評価される計画を有する大学に対して、一般枠の

助成金額（最大 10 億円）に一定額（最大 10 億円）を加算して交付。  
 

 
【お問い合わせ先】  

教育室教育推進グループ  

TEL:082-424-7133  FAX:082-424-6170 

 

令和５年度大学・高専機能強化支援事業  

「高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援（ハイレベル  

枠）」に全国 7 大学、中四国では広島大学が選定されました！  
 



⾼度な学術研究や専⾨知識に裏打ちされた研究・開発能⼒を持ち、
デジタル技術開発やDXの推進を⼒強く牽引する⾼度情報専⾨⼈材の育成

・先端物質科学研究科半導体集積科学専攻(H16〜R1)、先進理⼯系科学研究科量⼦物質科学
プログラム(R2〜)で視野の広い先端研究者と⾼度な実務能⼒を備えた専⾨技術者を育成

・国内最⼤級のスーパークリーンルーム２棟など、国内随⼀の極めて信頼性の⾼い半導体
デバイスが試作可能な教育研究設備を整備

・共同利⽤・共同研究拠点「⽣体医⻭⼯学共同研究拠点」(H28)、「J-Innovation HUB
地域オープン・イノベーション拠点（国際展開型）」(R2)、「マテリアル先端リサーチ
インフラ事業」(R3)、「産学連携推進事業費補助⾦(地域の中核⼤学の産学融合拠点の整
備)」(Jイノベプラットフォーム型)(R4)に採択

・「J-Innovation HUB棟」を建設し、更なる拠点化を推進（R5〜）

広島⼤学 ⾼度情報専⾨⼈材育成 全体概要

●本事業における取組概要

先進理⼯系科学研究科 先進理⼯系科学専攻
情報科学P DX科学P（新設） 半導体システムP（新設）

・パデュー⼤学や国際的企業との
国際共同研究への学⽣の参画

・国際的企業への有償
インターンシップ

・国際的企業の⼈材育成
⽀援（奨学⾦、教員派遣）

・せとうち半導体共創コンソーシアム企業のエキスパート
を講師とする半導体 CMOS 実践プログラム・アドバンスト
コース開設

データサイエンティスト、
研究者、⼤学教員など

ソフトウェア技術者、ネットワークアーキ
テクト、AI技術者、研究者、⼤学教員など ⾼度半導体⼈材、研究者、⼤学教員など

ビジネス・社会領域
（産業，⾦融，教育，⾏政）

⾼度DX推進⼈材

IT領域
（AI・ソフトウェア）

⾼度IT⼈材

IT基盤領域
（ハードウェア）

⾼度情報半導体⼈材

世界トップレベルの研究
者や技術者を輩出

企業等のニーズを踏まえた
⼈材を継続的に多数輩出

・中国地⽅の国公私⽴⼤学との教材共同開発
・⾼専教員との共同研究への⾼専学⽣の参画

課題解決
・我が国のデジタル競争⼒の向上
・地域や我が国の産業振興に貢献
・デジタル⼈材不⾜の解消

教育体制・環境・経験の蓄積

他⼤学への展開

連携⼤学学⽣へ受講機会提供

AIOpsエンジニア育成特定プ
ログラム（R5開設済）

・企業との⼤学院特定プログラム共同開発
新プログラムの
共同開発

・「ひろしまDX⼈材育成・確保推進産学協議会」を
を通じた産学官⾦のニーズの把握と⼈材育成

地域他⼤学・⾼専との
連携及び教育の展開

・⾼専専攻科⽣対象の博⼠課程前期への推薦⼊試

こ
れ
ま
で
の
実
績

情報教育プログラムの展開

・アリゾナ州⽴⼤学とのカリキュラム開発や教員派
遣に係る連携、学⽣交流等を通じ世界⽔準の⼤学
院教育を実践する仕組みを構築

U.S. News rankings of 
the top engineering 

schools 4位

世界第3位の半導体メモリメーカー
⽇本法⼈マイクロンメモリジャパ
ンは東広島市に本社及び⼯場を有
する

U.S. News & World 
Reportʼs “Most Innovative 

Schools” １位

情
報
科
学
関
係

学術共同研究の実施推薦⼊試協定締結

半
導
体
関
係

・国⽴⼤学で初となるインフォマティクスとデータサイエンスを両輪とする⽂理融合型の
情報科学部(定員80名)を設置(H30)

・「数理・データサイエンス・AI教育の全国展開の推進」の中国ブロック拠点校選定(R3)
・AI戦略や産業界ニーズを踏まえたカリキュラム改⾰(3プログラム×3履修モデル)(R4〜)
・広島県が主導する地域連携プラットフォーム「ひろしまDX⼈材育成・確保推進産学協議

会」に設置当初から中⼼メンバーとして参画(R4〜)
・「魅⼒ある地⽅⼤学の実現に資する地⽅国⽴⼤学の定員増」による広島県へのDX推進

⼈材の定着と産業界の振興のための50名の定員増及び他地域への⼈材ニーズに対応す
る学内振替20名により、⼀学年150名規模での情報専⾨⼈材育成を開始(R5〜)
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定員増計画及び⼈材育成に向けた取組・計画

養
成
す

る
⼈
材

研究科名等 ⼊学定員 増員数 定員
計課程 プログラム R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 計

⾼
度
Ｉ
Ｔ
⼈
材

⾼
度
Ｄ
Ｘ
推
進
⼈
材

先
進
理
⼯
系
科
学
研
究
科

M
情報科学P 36 - 34 15 49 85

DX科学P R9設置 70 15 85 85

D
情報科学P 10 - - - - - - - - - 0 10

DX科学P R11設置 5 5 10 10

⾼
度
情
報

半
導
体
⼈
材

M 半導体シス
テムP R11設置 55

(25)
55

(25)
55

(25)

D 半導体シス
テムP R13設置 10

(10)
10

(10)
10

(10)

( )内は学内の情報系分野以外からの振替を内数で⽰す

企業や⾃治体等が求める⼈材ニーズに的確に応える
計画

・地域連携プラットフォーム・協議会等との連携を
通じたニーズの把握・⼈材育成

・⽶国パデュー⼤学との連携を通じた国際企業等へ
のインターンシップ

外部資⾦の持続的な獲得が⾒込める計画

・⺠間企業技術者や⾏政職員などを対象とした
社会⼈リスキル教育

・広島県の「ひろしまDX⼈材育成奨学⾦」
・⽇⽶半導体連携パートナーシップによる

Micron Technology及び東京エレクトロンの出資

質の⾼い教育を⾏う教員を養成・輩出する取組を
⾏う計画

・企業との共同研究やフィールドワークを通じた
D学⽣などの若⼿研究者育成

・⽶国パデュー⼤学との国際共同研究を通じた
ポスドクフェローとしての採⽤制度

・博⼠課程後期学⽣を対象としたプレFD

インターンシップを実施する体制の構築、連携企
業等との共同研究実施が⾒込める計画

・企業からの実務家教員の派遣及び共同開発・連
携運⽤する⼤学院特定プログラム

・⽇⽶先端半導体関連企業への有償インターン
シップ

情報教育プログラムの実施や教材作成等を含む質
の⾼い取組を⾏う計画

・特定プログラム等の他⼤学提供
・中国５県の他国⽴⼤学との共通講義の開設等
・⾼専教員との共同研究（富⼭⾼専・明⽯⾼専・

宇部⾼専・⼤島商船⾼専・久留⽶⾼専）

●⼈材育成に向けた取組・計画

●定員増計画

３つの取組
６つの審査観点

基礎となる学部の
定員増・新設

情報科学部定員増
１年次
R5︓150→R7︓180

30名増
３年次
R5︓5→R7︓20

15名増（15名）

⼯学部半導体システムP
R7設置
１年次
R7︓55名設置（45名）
３年次
R9︓10名設置（10名）

⼤幅な定員増を実施する計画 []は各Pの増員数を⽰す。

・博⼠課程前期(M)
R5:36名→R11:225名 189名増（内振替25名）

[情報科学P 49名、DX科学P 85名、
半導体システムP 55名（25名）]

・博⼠課程後期(D)
R5:10名→R13:30名 20名増（内振替10名）

[DX科学P 10名、半導体システムP 10名（10名）]

※(25)は先進理⼯系科学研究科
量⼦物質科学Pからの振替

※(10)は先進理⼯系科学研究科
量⼦物質科学Pからの振替

R5
定員

増員
数

定員
計

M 36 189
(25)

225
(25)

D 10 20
(10)

30
(10)

※課程（M・D）別集計


